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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 2,307 26.2 309 ─ 296 ─ 169 ─

22年３月期第１四半期 1,827 △25.0 △38 ─ △48 ─ △30 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 11 42 ─

22年３月期第１四半期 △2 08 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 8,911 5,381 60.4 362 79

22年３月期 8,736 5,309 60.8 357 94

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 5,381百万円 22年３月期 5,309百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 0 00 ─ 7 00 7 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 0 00 ─ 7 00 7 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,700 20.4 540 ─ 530 ─ 300 ─ 20 23

通期 9,200 11.4 970 117.8 950 130.2 530 142.1 35 73



 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 14,850,000株 22年３月期 14,850,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 17,345株 22年３月期 16,866株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 14,832,708株 22年３月期１Ｑ 14,834,734株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期の国内経済は、堅調な外需や政府の景気対策の効果などにより、輸出や生産の一部が持

ち直し、企業業績も回復局面を迎えておりますが、設備投資や個人消費の本格的な回復には至らず、緩

やかな回復基調で推移しました。当社グループの主力製品である電子写真用キャリアの用途は、オフィ

ス用複写機・プリンターの現像剤向けですが、リーマン・ショック後の世界経済悪化の影響を受け、需

要は低迷していましたが、前年度の第３四半期以降、回復傾向を示し、今年度に入り需要は急速に回復

しております。  

 このような環境の下、キャリア製品の売上高は前年同期比31.4％増加いたしました。鉄粉製品はカイ

ロメーカーの増産などから前年同期比42.1％の大幅な増加となりました。脱酸素剤関連製品は個人消費

の低迷などがありましたが、前年同期比1.2％増加いたしました。これらにより当第１四半期の売上高

は前年同期比26.2％増加の2,307百万円となりました。  

 損益面では、キャリアは大幅な増販により、売上総利益は大幅な増益となりました。鉄粉も大幅な増

販により増益となり、脱酸素剤関連製品は生産物流改善等のコストダウン効果により増益となりまし

た。販売費及び一般管理費は増販により販売費が増加しましたが、連結営業利益は前年同期に比べ348

百万円増加し309百万円となりました。  

 連結経常利益は為替差損の増加などがありましたが、前年同期に比べ345百万円増加し296百万円とな

り、連結四半期純利益は前年同期に比べ200百万円増加し169百万円となりました。  

 なお、当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号 平成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号 平成20年3月21日）を適用しておりますが、適用初年度のため、セグメント利益

の前年同期との比較分析は行っておりません。  

  

当第１四半期末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ、売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加と

預け金の増加等により、260百万円増加いたしました。固定資産は、キャリア製品製造設備等の設備投

資を行いましたが、減価償却費発生金額が設備投資金額を上回りましたので、86百万円減少いたしまし

た。以上により、総資産は174百万円増加し8,911百万円となりました。  

 負債は、短期借入金が200百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金、未払金、未払法人税等が増

加しましたので、102百万円増加し3,530百万円となりました。借入金は前連結会計年度末に比べ200百

万円減少し540百万円となっております。  

 純資産は、利益剰余金の増加により、71百万円増加し5,381百万円となりました。自己資本比率は、

前連結会計年度末に比べ0.4％減少し60.4％となりました。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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当第１四半期会計期間は、前回予想に比べ主力製品であります電子写真用キャリアの需要が大幅に増

加しました。当第２四半期会計期間（7月～9月）もキャリアの需要は堅調であり、上半期の売上高は前

回予想に比べ大幅に増加する見込みです。これらの理由により、当第２四半期累計期間の連結及び個別

業績予想（平成22年5月13日発表）について上方修正いたします。  

 第３四半期以降につきましては、景気の先行きは未だ不透明であり、当社を取り巻く経営環境も楽観

視できない状況が続くと思われますが、当第２四半期累計期間までの業績が順調に推移しておりますの

で、通期の連結及び個別業績予想（平成22年5月13日発表）についても上方修正させていただきます。 

 詳しくは、本日付発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第1四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

②棚卸資産の評価方法  

 当第1四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

  

③固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。  

  

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

⑤税金費用の計算  

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。  

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

①四半期連結損益計算書関係の表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 339,532 402,316

受取手形及び売掛金 1,238,038 1,125,371

商品及び製品 579,725 643,918

仕掛品 710,890 630,834

原材料及び貯蔵品 289,361 257,446

預け金 1,159,029 989,844

その他 132,073 137,504

貸倒引当金 △4,426 △3,896

流動資産合計 4,444,225 4,183,338

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,373,174 3,372,514

減価償却累計額 △2,141,153 △2,117,373

建物及び構築物（純額） 1,232,021 1,255,141

機械装置及び運搬具 5,799,347 5,764,067

減価償却累計額 △4,902,233 △4,818,784

機械装置及び運搬具（純額） 897,114 945,282

土地 997,131 997,131

リース資産 1,535,344 1,535,344

減価償却累計額 △830,874 △741,404

リース資産（純額） 704,470 793,940

その他 709,745 630,643

減価償却累計額 △298,345 △295,711

その他（純額） 411,399 334,932

有形固定資産合計 4,242,136 4,326,428

無形固定資産 1,865 1,865

投資その他の資産   

その他 228,134 230,027

貸倒引当金 △5,199 △5,199

投資その他の資産合計 222,934 224,827

固定資産合計 4,466,935 4,553,121

資産合計 8,911,161 8,736,460
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 834,589 697,096

短期借入金 540,000 740,000

未払法人税等 131,454 29,574

引当金   

賞与引当金 86,897 164,088

その他の引当金 － 12,000

引当金計 86,897 176,088

その他 892,185 722,404

流動負債合計 2,485,126 2,365,163

固定負債   

引当金   

退職給付引当金 400,522 385,465

その他の引当金 57,412 77,225

引当金計 457,934 462,690

リース債務 586,982 599,262

固定負債合計 1,044,916 1,061,953

負債合計 3,530,043 3,427,117

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,557,000 1,557,000

資本剰余金 1,566,000 1,566,000

利益剰余金 2,262,938 2,197,449

自己株式 △4,847 △4,739

株主資本合計 5,381,091 5,315,710

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △145 431

為替換算調整勘定 172 △6,798

評価・換算差額等合計 26 △6,366

純資産合計 5,381,118 5,309,343

負債純資産合計 8,911,161 8,736,460
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,827,746 2,307,363

売上原価 1,572,632 1,697,337

売上総利益 255,114 610,026

販売費及び一般管理費 293,931 300,321

営業利益又は営業損失（△） △38,816 309,704

営業外収益   

受取利息 642 2,532

その他 2,035 2,336

営業外収益合計 2,678 4,868

営業外費用   

支払利息 2,245 1,769

為替差損 4,892 10,047

債権売却損 4,476 5,369

その他 926 529

営業外費用合計 12,541 17,715

経常利益又は経常損失（△） △48,679 296,858

特別損失   

有形固定資産除却損 8,365 4,812

特別損失合計 8,365 4,812

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△57,045 292,045

法人税等 △26,183 122,724

少数株主損益調整前四半期純利益 － 169,321

四半期純利益又は四半期純損失（△） △30,862 169,321
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△57,045 292,045

減価償却費 214,110 199,895

貸倒引当金の増減額（△は減少） △44 530

賞与引当金の増減額（△は減少） △78,943 △77,191

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000 △12,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,855 15,056

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,866 △19,813

受取利息及び受取配当金 △690 △2,580

支払利息 2,245 1,769

為替差損益（△は益） 2,245 3,284

有形固定資産除却損 1,938 9

売上債権の増減額（△は増加） 105,399 △112,017

たな卸資産の増減額（△は増加） 143,109 △47,008

仕入債務の増減額（△は減少） △26,477 142,871

未払消費税等の増減額（△は減少） 19,465 △51,489

その他 140,232 256,021

小計 463,267 589,384

利息及び配当金の受取額 690 2,580

利息の支払額 △886 △1,116

法人税等の支払額 △145,230 △20,943

営業活動によるキャッシュ・フロー 317,840 569,905

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △162,113 △66,943

投資活動によるキャッシュ・フロー △162,113 △66,943

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 160,000 －

短期借入金の返済による支出 － △200,000

リース債務の返済による支出 △89,764 △89,470

自己株式の取得による支出 － △108

配当金の支払額 △118,677 △103,831

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,442 △393,410

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,387 △3,149

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,897 106,401

現金及び現金同等物の期首残高 490,168 1,392,160

現金及び現金同等物の四半期末残高 596,065 1,498,562
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当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

当社企業グループは、酸化鉄を原料とする粉体素材分野において事務用機器、粉末冶金、カイロ用

等の鉄粉素材を提供する粉体製造業として、単一の事業を営んでいるので、事業の種類別セグメント

情報は記載しておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省

略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、本社に製品別の事業部門を置き、各事業部門は取り扱う製品について包括的な戦略を立案し事

業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「キャリア事

業」、「鉄粉事業」、「脱酸素剤事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「キャリア事業」は、主に複写機・プリンター業界向けに電子写真用キャリアを生産・販売しておりま

す。「鉄粉事業」は、カイロ用、粉末冶金用などの各種鉄粉を生産・販売しております。「脱酸素剤事

業」は、主に食品業界向けに鮮度保持用として脱酸素剤、酸素検知剤を生産・販売しております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注)１．調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益の調整額△87,895千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△87,349千円及び

棚卸資産の調整額△546千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 該当事項はありません。 

【セグメント情報】

(単位：千円)

キャリア事業 鉄粉事業 脱酸素剤事業 合計

 
調整額 

 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額
(注)２

売上高

  外部顧客への売上高 1,706,817 228,765 371,780 2,307,363 ─ 2,307,363

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ 13,248 ─ 13,248 △13,248 ─

計 1,706,817 242,013 371,780 2,320,611 △13,248 2,307,363

セグメント利益 354,157 13,458 29,984 397,599 △87,895 309,704

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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